
園芸産地における事業継続強化対策では、「防災・減災、国⼟強靱化のための５か年加速化対
策」（令和２年12⽉11⽇閣議決定）に基づき、⾮常時の対応能⼒向上に向けた園芸産地における
事業継続計画（BCP）の策定やBCPに基づく対策（農業⽤ハウスの補強や復旧の実証等）を⽀援し
ています。

融雪装置（加温機等）の設置

農業⽤ハウスの補強により倒壊を免れた事例

施設園芸農業者の皆様へ
台⾵や⼤雪などから産地を守りましょう！
⾮常時の備えは⼗分にできていますか？

台⾵や⼤雪等の対策に有効な補強の取組であれば⽀援の対象となります。農業⽤
ハウスを補強するパイプ等の資材費や、施⼯を業者が⾏う場合の経費等が補助対
象となります（補助率：１/２）。

防⾵ネットの設置
※以上の補強等は⼀例です。パイプや被覆材の交換、ハウスの新設や建替えは対象外です。
※⾮常⽤電源の導⼊は、複数の農業者で共同利⽤される場合のみ補助対象となります。

事業詳細やお申し込みはお近くの⾃治体担当窓⼝へご相談ください。

引⽤:農研機構農⼯部⾨（宮城県で撮影）

中柱の設置 タイバーの設置2重アーチの設置

⾮常⽤電源の導⼊
出典：農研機構

補強未対策によるハウスの倒壊

筋交いの追加

筋交いによる補強

令和２年12⽉からの
⼤雪により、周辺のパ
イプハウスは損壊しま
したが、筋交いによる
補強を施したハウスに
損壊はありませんでし
た。筋交いによる補強
で、ハウス全体の耐⼒
が20%程度の向上が⾒
込めます。

⽀援の対象となる取組（既存ハウスの補強等の被害防⽌対策）

BCPの策定、その他の⽀援、お問い合わせ先は裏⾯へ☞



農業版BCPや台⾵や⼤雪に備える技術対策の詳細はコチラ👇
⾃然災害等のリスクに備えるためのチェックリストと農業版BCP
URL：https://www.maff.go.jp/j/keiei/maff_bcp.html

施設園芸の台⾵、⼤雪被害防⽌と早期復旧対策
URL：http://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/sisetsu/saigaitaisaku.html

お問い合わせ先⼀覧

東北農政局
⽣産部園芸特産課 022-221-6193

関東農政局
⽣産部園芸特産課 048-740-0129

東海農政局
⽣産部園芸特産課 052-223-4624

北陸農政局
⽣産部園芸特産課 076-232-4314

近畿農政局
⽣産部園芸特産課 075-414-9023

中国四国農政局
⽣産部園芸特産課 086-224-9413

九州農政局
⽣産部園芸特産課 096-300-6261

内閣府沖縄総合事務局 農林⽔産部⽣産振興課

098-866-1653 www.ogb.go.jp/nousui/

地⽅農政局Webサイト⼀覧
www.maff.go.jp/j/org/outline/dial/kyoku.html

北海道農政事務所 ⽣産経営産業部⽣産⽀援課

011-330-8807 www.maff.go.jp/hokkaido/

農林水産省 生産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室 担当：施設園芸対策班

03-3593-6496 www.maff.go.jp

事業継続計画に基づく
災害復旧の実証（※）BCPの検討・策定

⾃治体や農業者団体等が実施する事業継続計画の検討や協⼒体制の整備、BCP策定マニュア
ルの作成、⾃⼒施⼯研修会、災害復旧の実証等も補助対象となります（補助率：定額）。

事業内容や申請に関するお問い合わせは、お近くの⾃治体の担当窓⼝までご相談下さい。
担当窓⼝がご不明の場合は、下記までお問い合わせ下さい。

⽀援の対象となる取組（事業継続計画（BCP）の検討他）

事業継続計画･･･⾃然災害等が発⽣した場合においても、中核となる事業を継続させたり、可能な限り
（BCP） 短時間で事業を復旧させたりするための⽅法、⼿段等を予め取り決めておく計画のこ

とです。決して難しいものではなく、⾃然災害への備えとなるだけでなく、平常時に
おける⾃らの経営の⾒直し、改善にも繋がります。農林⽔産省では、農業版BCPの
フォーマットやチェックリストを公開しています。

※⾃⼒施⼯で復旧
を実証的に⾏う取
組です。取組主体
１箇所を対象に、
復旧⽤の資材費や
倒壊した施設の撤
去費等を⽀援しま
す。

⾃⼒施⼯研修会


